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清水町ドリームキッド清水町ドリームキッド
高円宮賜杯第41回全日本学童軟式野球

マクドナルド・トーナメント

静岡県予選大会

全国大会全国大会 に出場しました !!
（14Pに掲載）

優勝 !
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９月議会
　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
１
日
か
ら
27
日
ま

で
の
27
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
決
算
の
認
定
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
、
清
水
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
清
水
町
教
育
長
の
任
命

な
ど
の
15
議
案
と
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

の主な事業

	 144 億 8300万円	 141 億 2497万円	 賛成 11人反対２人
	 270 万円	 270 万円	 全員賛成
	 28 億 8410万円	 28 億 1446万円	 賛成 11人反対 2人
	 24 億 2523万円	 23 億 2213万円	 賛成 11人反対 2人
	 4 億 2343 万円	 4 億 870万円	 賛成 11人反対 2人
	 57 億 3546万円	 55 億 4799万円	

土 地 取 得
国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

計

一 般 会 計
会 計 名

一般会計・特別会計の決算の状況
歳　 入 歳   出 採決の結果

特
別
会
計

丸池周辺整備GIGAスクール環境施設整備
1億 4048万円

　丸池連絡橋の整備及び案内板を設置。　小中学校の校内 LAN 整備や児童生徒用
端末を配備をした。

GIGAGIGAスクール環境整備スクール環境整備などなど　　

歳出
141億2497万円

その他
　 商工費 2 億 7971 万円 2.0％
　 議会費 1 億 656 万円 0.8％
　 農林水産業費  4540 万円 0.3％
　 労働費 988 万円 0.1％
　 災害復旧費 1755 万円 0.1％
　 

その他
　 商工費 2 億 7971 万円 2.0％
　 議会費 1 億  656 万円 0.8％
　 農林水産業費  4540 万円 0.3％
　 労働費 988 万円 0.1％
　 災害復旧費 1755 万円 0.1％
　 

　　　民生費
　35 億 4738 万円
　　　　（25.1％）

　　　民生費
　35億 4738 万円
　　　　（25.1％）

　　　民生費
　35億 4738 万円
　　　　（25.1％）

土木費
13 億 3398 万円
（9.4％）

土木費
13 億 3398 万円
（9.4％）

土木費
13 億 3398 万円
（9.4％）

教育費
16 億 5981 万円
　（11.8％）

教育費
16 億 5981 万円
　（11.8％）

教育費
16 億 5981 万円
　（11.8％）

 公債費
8億 8397 万円
（6.3％）

 公債費
8億 8397 万円
（6.3％）

 公債費
8億 8397 万円
（6.3％）

　　消防費
7億 2469 万円
    （5.1％）

　　消防費
7億 2469 万円
    （5.1％）

　　消防費
7億 2469 万円
    （5.1％）

　　衛生費
9億 3648 万円
           （6.6％）

　　衛生費
9億 3648 万円
           （6.6％）

　　衛生費
9億 3648 万円
           （6.6％）

　　　　　　総務費
　　　 45 億 7956 万円
　　　　　（32.4％）

　　　　　　総務費
　　　 45 億 7956 万円
　　　　　（32.4％）

　　　　　　総務費
　　　 45 億 7956 万円
　　　　　（32.4％）

4059 万円
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令和２年度 決算を認定

令和 2年度

	 収益的収入・支出	 9 億 5861万円	 8 億 8638万円
	 基本的収入・支出	 11 億 5326万円	 12 億 8192万円下 水 道 事 業 全 員 賛 成

会 計 名
公営企業会計の決算の状況

科 目 名 収入決算額 支出決算額 採決の結果

新型コロナウイルス小規模事業者
応援給付金

同時通報用無線整備
1億 1660万円9872万円

　事業継続を支援するため、小規模事業者
に応援給付金を給付した。

　３カ年事業の最終年度となった同時通
報用無線整備事業が完了。

新型新型コロナウイルスコロナウイルス感染症対策感染症対策

歳入
144億8300万円

地方交付税
 2 億 1307 万円（1.5％）
地方交付税
 2 億 1307 万円（1.5％）

繰入金
 3 億 8436 万円（2.7％）
繰入金
 3 億 8436 万円（2.7％）
繰入金
 3 億 8436 万円（2.7％）

繰越金
 3 億 2068 万円 （2.2％）
繰越金
 3 億 2068 万円 （2.2％）
繰越金
 3 億 2068 万円 （2.2％）

使用料・手数料など
4億 326 万円（2.8％）
使用料・手数料など
4億 326 万円（2.8％）
使用料・手数料など
4億 326 万円（2.8％）

町税
55 億 6246 万円
（38.4％）

町税
55 億 6246 万円
（38.4％）

町税
55 億 6246 万円
（38.4％）

その他の依存財源
   9 億 5982 万円
　　    （6.6％）

その他の依存財源
   9 億 5982 万円
　　    （6.6％）

その他の依存財源
   9 億 5982 万円
　　    （6.6％）借入金

10 億 1563 万円
        （7.0％）

借入金
10 億 1563 万円
        （7.0％）

借入金
10 億 1563 万円
        （7.0％）

自主財源
66 億 7076 万円
    （46.1％）

自主財源
66 億 7076 万円
    （46.1％）

自主財源
66 億 7076 万円
    （46.1％）

　   依存財源
78 億 1224 万円
　（53.9％）

　   依存財源
78 億 1224 万円
　（53.9％）

　   依存財源
78 億 1224 万円
　（53.9％）

 国・県支出金
56 億 2372 万円
  （38.8％）

 国・県支出金
56 億 2372 万円
  （38.8％）

 国・県支出金
56 億 2372 万円
  （38.8％）

一般会計
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ように使われたかように使われたか
審議しました審議しました

一般会計決算

A

A

A

A

A

A

A

A

A

　地域経済を活性化するた
め、加盟店を増やす活動を
毎年行っているが、現状は
周知広報が不足していると
認識している。

　町民に本の寄贈をお願い
し、図書購入費の削減を
図るには、寄贈に際しての
ルールづくりが必要となる
ため、今後調査研究してい
きたい。

　国の計画に基づき作成し
た交付円滑化計画において、
令和４年度中に、９割程度
の住民が取得することを目
標に事業を進めている。

　加盟店や流通ポイントを
増やすという目的だけでは
なく、他県の先進事例も参
考にしながら、清水町で地
域経済を循環させていく仕
組みを研究しながら進めて
いきたい。

　図書館の蔵書収納能力は、
13 万 3210 冊であり、その
約８割を 10 年間で蔵書す
る計画を立てている。利用
者の要望に応えることがで
きるよう、各ジャンルから
多種多様な本を収集し、魅
力ある図書館づくりに努力
していきたい。

　広報誌等では３回周知し、
町内の家電店を通じても周
知してきた。今後も引き続
き周知していきたい。

寄附件数 342 件。
寄附額 469 万 9 千円。
税額控除額 3806 万円。

　新型コロナウイルスの影
響で、計画通りに事業を
進められなかった。しかし、
普段、保健センターを利用
しない小学生などに対して、
栄養学や健康づくり等につ
いての普及や啓発ができた
ことで、大きな成果が得ら
れたと思う。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　清水町の小規模事業者
208 店舗のうち実際に加入
しているのが 74 店舗で少
ないと思うが、町の見解は。

　毎年 1000 万円ほど計
上予定の図書購入費を削減
するため、町民の方に寄贈
をお願いしてみてはどうか。

　マイナンバーカードの普
及率が 100％となるのは、
いつ頃を予定しているのか。

　事業開始以来、総事業費
約 8100 万円が投入され
たが、加盟店舗数などは目
標には達していない。今後
も事業を継続するのか。

　令和11年度までの約10
年間に10万8000冊にする
ことを目標とする理由は。

　特殊詐欺等被害防止対策
機器設置事業は、申請件数
が 15 件で利用が少ないが
十分に周知したのか。

　ふるさと納税で、清水町
に寄附があった額と、町外
の自治体へ寄附して清水町
で税額控除された額は。

　令和２年度の保健セン
ターと図書館の協同事業の
評価は。

ふるさと納税 ゆうすいポイント

複  合  施  設 ( まほろば館 )

特殊詐欺被害防止 マイナンバーカード

まほろば館で朝食の大切さを学ぶ
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まちのお金がどのまちのお金がどの
本会議と委員会で本会議と委員会で

A

A

A

A

A
　平成28年度から実施した
定住促進事業の成果として、
申請件数351件、おおよそ
1200人の定住者を確保でき
た。人口社会動態の減少幅
の抑制と持家率の向上に一
定の成果があったものと考
える。

　ふるさと納税の返礼品等
で、ブランド米以外にも、
町内産のお米を対象とし農
家を支援している。本年度
アンケート調査を実施して
いるので、分析を進め対応
していきたい。

　広義の待機児童数の多
くは、特定の施設のみを
希望する御家庭であるた
め、そちらを解消するこ
とは非常に困難であると
考えている。

　清水町柿田川基金条例
に規定されているとおり、
柿田川の環境保全及び柿
田川公園の整備に要する
経費に充て、今後は芝生
広場や八つ橋等の改修、
公園内のバリアフリーの
向上などの検討をしてい
きたい。

　感染症対策としては、手
洗い、検温、マスクの着用、
健康チェックシートの提出、
室内の消毒、換気、食事の
際の黙食やパーテーション
の設置により対応した。

Q

Q

Q

Q

Q 　令和２年度で終了した定
住促進事業の成果は。

　農業を振興するために、
ブランド米の振興だけでい
いのか。

　広義の待機児童数が
103 人と非常に多いが、
その対策は。

　柿田川基金の考え方と
今後の使い方は。

　新型コロナウイルス感染
症対策をどのように行って
いたのか。

定住促進事業

農業振興

保　育　所

柿田川公園

放課後児童教室

反対
です

賛成
です

討　論
　町営住宅３棟の長寿命化を図るための
大規模改修事業や３カ年事業の同時通報
用無線整備事業の完了など、公共施設の

　財政状況は実質単年度収支額が赤字を
継続し、基金は平成 29 年度 11 億 8000
万円、平成 30 年度７億 6000 万円、令和

老朽化対策や防災対策を実施。
　さらに、GIGA スクール構想に基づく情報通信ネッ
トワークの環境整備や教育タブレット端末等の整
備により小中学校における学習環境の充実が図られ
た。　　
　現実問題として町債残高は増加傾向にあり、財政
調整基金は著しく減少し極めて厳しい状況下ではあ
るが、より一層の経常経費の節減や財源確保はもと
より、中長期的な視野に立った計画的な事業展開と
堅実な行財政運営に努めていただきたい。
　　　　　　　                           （松下 尚美 議員）

元年度３億 7000 万と急激に減少している。
　さらに、地方債残高は平成 29 年度に 75 億円だっ
たものが、令和２年度末に 90 億円にまで増加し厳
しい財政状況である。
　今後 30 年間の公共施設とインフラ整備に係る費
用が約 600 億円と見込まれているが、その中に沼
津の中間処理場負担金、玉川卸団地線の新都市計画
道路を造る費用は含まれていない。
　現在の財政難を鑑み、大型事業を今後どうするべ
きか厳密に把握しないといけない。
　　　　　　　　　　　　　  　（森野 善広 議員）

ふるさと納税の返戻品に清水町のお米も

賛成 11人　反対２人
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国民健康保険国民健康保険

介護保険介護保険

特別会計決算特別会計決算

反対
です

賛成
です

討　論

　国保制度は、健康維持に欠かすことの
できない社会保障制度だが、安定的な財

　当町の国保会計の問題点は、所得に対
し保険税が高いことである。令和２年度

政運営が難しいものと認識している。
　令和２年度の歳入は、その根幹となる国保税の収
納率が 1.2 ポイント上昇している。歳出では、増加
する医療給付費を抑制するため、特定健診などを実
施し、町民の健康の維持向上に努めるなど、国保財
政の健全な運営努力をされたものと考える。
　　　　　　　　　　　　　　   　（向笠 誠 議員）

の医療給付費の減は、受診控えなどが要因であり、
町民の健康が向上した成果として減ったわけではな
い。
　子どもが増えるほど均等割の負担が重くなるとい
うのも少子化対策と逆行する。
　コロナ禍で社会保障としての国保事業が不十分と
考える。　　　　　　　　　　 　（吉川 清里 議員）

A

A

A

A

A

A

　高額な医療費を必要とする
手術等の件数は前年と同程
度であり、例年以上に給付
費を押し上げるようなことは
ないと考える。

　増加の主な要因は、認定
者数、介護サービスの増加
であり、コロナの影響はほとん
どなかったものと考えている。

　給付費の増大や収納率の
低下により、次年度以降に
県に納める事業費納付金の
額に不足が生じる際には、
基金を取り崩して必要額を
繰り入れる。

　介護予防教室等について
は、委託事業者と検討しな
がら、感染症対策を行いつ
つ実施していきたい。

　特に 60 代からの相談が
多いとの報告を受けている
ため、成人健康栄養相談を
毎月２回開催し、相談でき
る機会を増やすなどの対策
を図っている。

　コロナ感染拡大防止のた
めに事業中止または縮小し
たことが減の要因である。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　コロナの影響で受診や検
診を控えた方が多く、医療
給付費が少なかったという
解釈もある。今後、給付費
が増える心配もあるが。

　保険給付費が増加してい
るが、コロナの影響はあっ
たのか。

　令和２年度末の基金残高
は、１億7000万円ほどだが、
基金残高についての考えは。

　介護予防の重要性が高い
中で、介護予防の予算や執
行額が減っていくと、後々
重症化し、介護費用がひっ
迫することにもなりかねな
い。コロナの影響を受けつ
つも、介護予防をどのよう
に展開していくのか。

　24 時間電話相談の分析
結果を国保会計や健康づく
り事業にどう生かしている
のか。

　介護予防事業である地域
支援事業費が減少している
理由は。

賛成 11人　反対２人

賛成 11人　反対２人

コロナ禍でもデイサービスで運動コロナ禍でもデイサービスで運動コロナ禍でもデイサービスで運動コロナ禍でもデイサービスで運動
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小規模事業者応援給付金

給付額  （１事業者１回まで）
　　　　　　静岡県中小企業等応援金対象	 ：法人10万円 ・ 個人５万円
　　　　　　静岡県中小企業等応援金対象外	：法人15万円 ・ 個人10万円
　　
対象事業者　従業員20人(商業・サービス業は５人)以下の町内小規模事業者。
　　　　　　ただし、「緊急事態宣言」等の適用による県協力金を受給可能な事業所を除く。

売上高要件　以下のすべての条件を満たせば、業種は問わない。
　　　　　　ア　2021年８月（９月）の売上高が、前年同月比（一昨年も可）で30％以上減少
　　　　　　イ　売上高比較対象月の売上高が30万円以上であること

申請受付　　令和３年11月19日（金）まで　

国
へ
意
見
書
を
提
出

国
へ
意
見
書
を
提
出

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の

猛
威
も
加
わ
り
、
我
が
国
の
各
方
面
に
甚
大
な
経
済
的
・

社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ
の
不
安

が
続
い
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
地
方
財
政
は
、
来
年
度

に
お
い
て
も
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は
も
と
よ
り
、
地
方
創
生
、
雇
用
対
策
、

防
災
・
減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
と
と
も
に
、
財
政
需
要
の
増
嵩
が
見
込
ま
れ
る
社
会

保
障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
税
財

源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
財
政

対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
地
方
一
般
財
源
の

十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
強
く
要
望
す
る
。

全
員
賛
成

意
見
書
（
要
旨
）

補 予正 算

小規模事業者応援給付金小規模事業者応援給付金
第５弾第５弾緊急事態宣言等の影響により売り上げが減少している

町内小規模事業者に対し応援給付金を給付
2730万円

　

  

今
回
の
応
援
給
付
金
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
点
に

重
点
を
置
い
て
対
象
者
を
設

定
し
た
の
か
。

　

  

第
４
弾
ま
で
の
実
績
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
協
力
金

や
応
援
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
困
難
な
建
設
業
や
製
造
業

な
ど
の
業
種
が
３
割
程
度
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ど
の

よ
う
な
業
種
で
あ
っ
て
も
何

ら
か
の
影
響
は
あ
る
も
の
と

判
断
し
、
県
の
応
援
金
等
へ

の
上
乗
せ
に
加
え
、
支
援
が

手
薄
と
な
っ
て
い
る
事
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
全
て
の

小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し

た
。

問答

全
員
賛
成

詳細は町 HP を
ご覧ください

清水町教育長に
朝倉和也氏を再任
任期満了に伴う教育長
の任命について同意し
ました。
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学
校
か
ら
の
施
設
改
修

要
望
へ
の
対
応
状
況
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 
今
年

度
当
初
予
算
編
成
時
で
の
小

中
学
校
か
ら
の
改
修
要
望
箇

所
は
56
件
あ
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
対
応
済
み
が
４
件
、
対

応
予
定
の
箇
所
が
20
件
に

な
っ
て
い
る
。

　
未
対
応
の
32
件
は
、
急
を

要
し
な
い
か
、
学
校
運
営
に

支
障
が
少
な
い
も
の
な
ど
で

あ
る
。

　

  

突
然
の
改
修
が
発
生
し

た
と
き
の
対
応
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

緊
急

性
や
重
要
性
が
き
わ
め
て
高

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
額
を
予
算
内
で
流
用
し

　

  

町
道
３
号
線
の
工
区
ご

と
の
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

町
事
業
と

し
て
平
成
２
～
10
年
度
に
長

沢
地
区
の
第
１
、
第
２
工
区

を
、
県
事
業
と
し
て
平
成
11

～
21
年
度
に
柿
田
地
区
の
第

３
工
区
を
整
備
し
た
。
平
成

22
年
度
か
ら
は
、
県
事
業
で

第
４
工
区
の
整
備
、
柿
田
橋

か
ら
役
場
ま
で
の
第
５
工
区

は
第
４
工
区
の
完
成
後
に
整

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
  

第
４
工
区
の
整
備
状
況

と
供
用
開
始
の
予
定
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

今
年
度
は
、

電
線
共
同
溝
と
道
路
拡
幅
工

事
を
進
め
、
町
道
24
号
線
交

差
点
（
柿
田
バ
ス
停
付
近
）

か
ら
西
側
の
暫
定
供
用
を
目

指
し
て
い
る
。
全
体
の
完
成

は
令
和
６
年
度
を
目
標
と
し

て
対
応
す
る
。

　

予
算
を
超
え
る
場
合
は
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

　

  

３
月
に
策
定
し
た
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
の
概
要

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

原
則

と
し
て
、
経
過
年
数
が
多
く

か
つ
劣
化
が
進
ん
で
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
財
政
状
況
を

考
慮
し
、
長
寿
命
化
を
図
る

工
事
を
優
先
的
に
検
討
し
て

い
く
も
の
と
す
る
。

　

  

大
規
模
改
修
か
ら
小
さ

な
補
修
ま
で
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
が
、
計
画
外
で
必
要

と
さ
れ
る
改
修
工
事
が
生
じ

た
場
合
の
町
の
考
え
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

年
次

計
画
に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
は
緊
急
性

な
ど
を
考
慮
し
て
柔
軟
な
対

応
を
図
り
た
い
。

て
い
る
。

　

  

柿
田
橋
改
修
に
向
け
て

の
進
捗
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

今
年
度
は

橋
梁
詳
細
設
計
を
実
施
。
設

計
の
概
要
は
、
既
設
の
柿
田

橋
を
残
し
な
が
ら
、
下
流
部

に
新
た
な
橋
を
架
橋
し
、
完

成
後
に
既
設
橋
の
上
部
工
を

架
け
替
え
る
予
定
で
あ
る
。

　

  

第
４
工
区
の
現
状
や
今

後
の
計
画
の
周
知
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

担
当
し
て

い
る
沼
津
土
木
事
務
所
に
、

都
市
計
画
決
定
変
更
の
説
明

会
開
催
時
や
工
事
Ｐ
Ｒ
看
板

等
に
よ
り
周
知
を
お
願
い
し

て
い
く
。
町
と
し
て
も
各
種

媒
体
で
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。

学
校
施
設
改
修
に
柔
軟
な
対
応
を

緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
対
応
す
る

答
問

飯田 安雄

6人が町政を問う6人が町政を問う6人が町政を問う6人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

問問

問問 答答

質問者の動画
が見られます

答 答

町
道
3
号
線
の
進
捗
は

問問答 答

問 問答 答

感染予防対策として発言席にアクリル板を設置しています。
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コ
ロ
ナ
検
査
の
拡
充
と
自
宅
療
養
者
の
支
援
を

県
に
情
報
提
供
を
求
め
る

答
問

　

  

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は

静
岡
県
東
部
で
も
異
常
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
（
9
月
8

日
時
点
）。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
で
は
感
染
拡
大
を
食

い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
は

指
定
感
染
症
と
な
っ
て
お
り

保
健
所
が
一
手
に
管
理
を
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
感
染

防
止
が
で
き
な
い
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。「
清
水
町

で
も
や
れ
る
こ
と
は
や
る
」

と
い
う
立
場
で
な
い
と
、
住

民
の
命
は
守
れ
な
い
と
思
う
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
進

め
社
会
的
検
査
と
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

ま
た
、
今
年
の
３
月
の
議

会
で
「
今
後
、
町
が
購
入
す

る
予
定
で
あ
る
抗
原
検
査
キ

ッ
ト
の
配
布
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
」
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

社

会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
極
め
が

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

　
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、
町

が
把
握
で
き
る
濃
厚
接
触
者

に
は
配
布
し
て
い
る
。
町
で

把
握
で
き
な
い
方
に
対
し
て

は
、
濃
厚
接
触
者
で
希
望
が

あ
れ
ば
配
布
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

　

  

保
健
所
の
仕
事
は
、
限

界
に
達
し
て
い
る
。
吉
田
町

で
は
、
自
宅
療
養
者
に
生
活

物
資
を
届
け
た
り
し
て
い
る

が
、
本
町
で
も
自
宅
療
養
者

の
管
理
を
す
る
べ
き
で
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

県

か
ら
、
自
宅
療
養
者
に
対
す

る
適
切
な
支
援
に
つ
い
て
調

査
が
あ
り
、
説
明
会
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

  （
町
長
） 

陽
性
者
や
濃
厚

接
触
者
の
情
報
は
、
保
健
所

か
ら
提
供
が
な
い
限
り
、
対

応
で
き
な
い
状
況
な
の
で
、

県
に
働
き
か
け
て
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
て
い
く
。

森野 善広

質問者の動画
が見られます

　

  

バ
ス
な
ど
を
生
活
の
足

と
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
の

免
許
の
な
い
住
民
か
ら
バ
ス

停
に
ベ
ン
チ
が
欲
し
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
ベ
ン
チ
を
設

置
し
て
、
高
齢
者
な
ど
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

ベ

ン
チ
等
の
設
置
可
能
な
箇
所

に
つ
い
て
調
査
し
、
利
用
状

況
や
周
辺
状
況
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
関
係
者
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

バス停にベンチを

バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を

問答答

答

問

問

答
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ご
み
焼
却
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
合
致
す
る
の
か

廃
棄
物
処
理
を
行
う
た
め
の
焼
却
施
設
は
必
要

答
問

　
　
令
和
元
年
に
県
と
沼
津

市
と
清
水
町
の
担
当
者
が
、

環
境
省
か
ら
ご
み
焼
却
場
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

て
い
る
。
そ
の
際
、
町
の
担

当
課
長
が
、
外
原
区
と
「
清

水
町
に
協
力
し
て
い
く
覚

書
」
を
作
る
予
定
で
あ
る
と

発
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
意

図
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

区

と
の
協
議
の
中
で
、
特
に
重

要
と
思
わ
れ
る
確
認
事
項
を

書
面
で
取
り
交
わ
す
こ
と
も

想
定
し
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
町
の

姿
勢
を
説
明
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
「
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
確
認
事
項
」
と
は
何
か
。

外
原
区
は
新
し
い
覚
書
を
つ

く
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

行
政
側
だ
け
の
認
識
で
は
な

い
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

具

体
的
な
確
認
事
項
は
な
く
、

一
般
的
に
は
重
要
で
あ
る
事

項
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
的

に
書
面
で
確
認
を
行
う
と
い

う
町
の
認
識
で
あ
る
。

　
　
ご
み
焼
却
場
が
環
境
に

与
え
る
影
響
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

適
切
な
廃
棄
物

処
理
を
行
う
た
め
の
焼
却
施

設
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
施

設
は
、
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
発
生

の
抑
制
も
図
る
こ
と
が
で
き
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
大
い
に

寄
与
す
る
。
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
に
反
す
る
も
の

で
は
な
い
。

吉川 清里

建て替えが予定されている
沼津市ごみ焼却場

質問者の動画
が見られます

女
性
の
貧
困
を
救
う
に
は

　
　
当
町
で
は
、
８
月
か
ら

生
理
用
品
の
無
償
配
布
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
績

は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

８
月

31
日
現
在
、
役
場
12
件
、
保

健
セ
ン
タ
ー
12
件
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
８
件
の
計
32
件
配
布

し
て
い
る
。

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
無
償
で
配
置
を
求
め

る
要
望
が
あ
る
が
、
実
施
は
。　
　

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

本
年

６
月
、
希
望
す
る
児
童
生
徒

に
無
償
で
配
布
す
る
取
り
扱

い
を
定
め
た
。
配
布
方
法
は
、

衛
生
管
理
等
の
観
点
か
ら
保

健
室
に
常
備
し
、
相
談
の

あ
っ
た
児
童
生
徒
に
直
接
手

渡
し
て
い
る
。

　
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
置
は
、

衛
生
面
や
管
理
方
法
等
に
つ

い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
離
別
し
た
母
子
世
帯
へ

の
養
育
費
の
不
払
い
を
、
行

政
が
立
て
替
え
て
父
親
に
請

求
す
る
制
度
を
兵
庫
県
明
石

市
で
行
っ
て
い
る
が
、
清
水

町
で
も
採
用
で
き
な
い
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

へ
の
不
払
い
に
対
す
る
リ
ス

ク
や
予
算
執
行
の
妥
当
性
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
現
実
的
な
施
策
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答問

問

問 答答

問問 答答

問答
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答 区
画
整
理
事
業
と
農
業
施
策
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は

整
合
性
が
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

問
　
　
都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
周
辺
地
域
に
お
け
る

土
地
区
画
整
理
事
業
の
費
用

を
捻
出
す
る
に
は
減
歩
以
外

の
方
法
は
な
い
の
か
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

地
権

者
が
平
等
に
提
供
す
る
こ
と

が
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、
事

業
を
実
施
す
る
場
合
、
公
費

負
担
も
あ
る
が
、
減
歩
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
減
歩
に
よ
る
農
地
の
減

少
で
営
農
が
で
き
な
く
な
る

の
で
は
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

事
業

化
後
も
営
農
を
希
望
す
る
方

に
は
農
地
と
し
て
換
地
し
、

土
地
区
画
整
理
組
合
に
お
い

て
営
農
が
で
き
る
環
境
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
土
地
区
画
整
理
区
域
内

に
は
農
地
を
設
定
せ
ず
、
他

地
域
で
営
農
を
し
て
も
ら
う

旨
の
説
明
は
、
農
業
施
策
と

矛
盾
す
る
の
で
は
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

農
業

を
継
続
す
る
換
地
を
希
望
す

る
場
合
は
、
施
行
後
も
区
域

内
に
農
地
を
残
す
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
農
業
施
策
と
直

ち
に
整
合
性
が
失
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
の
位
置
変
更
は
、
農

家
の
命
の
水
を
断
つ
こ
と
に

よ
り
営
農
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、

農
地
を
放
棄
さ
せ
る
た
め
の

分
断
政
策
と
の
疑
念
が
あ
る
。

丸
池
川
上
か
ら
の
位
置
変
更

の
議
論
内
容
は
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

当
初

の
決
定
位
置
等
に
課
題
が
あ

り
、
国
交
省
及
び
県
公
安
委

員
会
と
の
協
議
に
加
え
、
仮

称
狩
野
川
第
３
架
橋
と
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
踏
ま

え
計
画
案
を
作
成
し
、
説
明

会
や
公
聴
会
な
ど
法
的
手
続

き
を
経
て
町
都
市
計
画
審
議

会
の
御
承
認
を
い
た
だ
き
、

都
市
計
画
決
定
の
変
更
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
農
業
用
水
を
無
視
し
、

農
地
計
画
を
立
て
る
と
は
思

え
な
い
。
都
市
計
画
道
路
玉

川
卸
団
地
線
の
道
路
位
置
を

過
去
32
年
間
指
定
さ
れ
て
い

た
位
置
に
戻
す
べ
き
で
は
。 

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

道
路

の
機
能
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
も
踏
ま
え
る
と
、
計
画
位

置
を
元
に
戻
す
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
。

　
　
第
５
次
総
合
計
画
に
基

づ
く
「
農
業
施
策
」「
土
地

区
画
整
理
事
業
」
及
び
「
都

市
計
画
道
路
玉
川
卸
団
地

山本 文博

 もう一度見直してみよう
　  清水町第５次総合計画

質問者の動画
が見られます

農
業
施
策
の
推
進
は

　
　
町
の
農
業
施
策
の
方
向

性
・
計
画
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

ブ
ラ

ン
ド
米
の
生
産
拡
大
へ
の
取

り
組
み
や
農
業
、
農
地
を
次

世
代
に
継
承
し
、
地
域
営
農

を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
就

農
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
を
進

め
る
。

　
　
ブ
ラ
ン
ド
米
「
す
る
が

の
極
」
の
生
産
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

担
い

手
の
確
保
対
策
の
強
化
や

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
広
報
活

動
の
強
化
に
努
め
る
。
ま
た
、

J
Ａ
な
ん
す
ん
と
連
携
し
て
、

更
な
る
生
産
者
の
育
成
支
援
を

農
家
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

線
」に
対
す
る
行
政
の
計
画・

提
案
に
は
、
関
係
者
間
で
温

度
差
が
あ
り
、
感
情
的
な
す

れ
違
い
が
発
生
し
て
い
る
。

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
こ
の
事

態
を
ど
う
収
拾
す
る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

関
係
者
の
合
意

形
成
を
得
る
た
め
、
前
町
長

や
議
員
の
お
力
を
借
り
、
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

問 問

問問 答答

答

答答

答

問問

問

問答 答
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電
子
黒
板
等
の
導
入
予
定
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
る

答
問

　
　

小
中
学
生
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
家
庭
に
持
ち
帰
る

と
き
、
通
信
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
家
庭
に
対
す
る
対
策

や
支
援
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

必
要

な
機
器
を
案
内
す
る
な
ど
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

就
学
援
助
の
対
象
世
帯
に
は

通
信
環
境
に
つ
い
て
の
支
援

制
度
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
を

見
据
え
、
通
信
機
器
の
貸
出

し
の
準
備
も
進
め
て
い
る
。

　
　

保
護
者
へ
の
理
解
や
協

力
体
制
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

行
事
等
で
保
護
者
自
身
が
直

接
端
末
を
操
作
す
る
機
会
等

を
設
け
、
利
便
性
や
学
習
へ

の
有
効
性
を
紹
介
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

授
業
等
で
の
活
用
、
端

末
等
の
運
用
管
理
に
関
す
る

教
職
員
向
け
の
研
修
を
ど
の

よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

全
教

職
員
を
対
象
に
基
本
的
な
操

作
等
、
実
機
を
用
い
て
研
修

を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
教
職
員
が
講

師
に
な
り
各
学
校
内
で
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
大
き
く
映
す
電
子
黒
板
等

の
導
入
予
定
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

以
前

検
討
を
行
っ
た
中
で
、
電
子

黒
板
は
、
移
動
や
設
置
、
操

作
性
の
不
安
等
の
意
見
が
教

職
員
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
が

少
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。

松下 尚美

家庭でもタブレットで学習

質問者の動画
が見られます

答 問

問問 答答

防
災
情
報
発
信
の
あ
り
方
は

　
　

７
月
の
大
雨
時
、
清
水

町
防
災
ア
プ
リ
に
同
報
無
線

放
送
内
容
が
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
。　
　
　

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

情

報
収
集
や
緊
急
対
応
な
ど
事

務
が
錯
綜
す
る
中
で
、
入
力

作
業
操
作
に
誤
り
が
生
じ
た
。

今
後
は
、
今
回
の
反
省
を
踏

ま
え
、
複
数
の
職
員
で
確
認

す
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
図

る
。

　
　

情
報
提
供
に
使
用
さ
れ

る
媒
体
と
情
報
発
信
の
使
い

分
け
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

情

報
提
供
に
使
用
さ
れ
る
媒
体

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防

災
メ
ー
ル
、
同
報
無
線
、
防

災
ア
プ
リ
等
が
あ
る
。
そ
れ

ら
の
使
い
分
け
は
、
状
況
に

応
じ
て
、
町
民
に
必
要
な
情

報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供

で
き
る
発
信
方
法
を
選
択
し

て
い
く
。

　
　

住
民
が
各
避
難
所
の
混

雑
状
況
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
構
築
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

専

用
の
シ
ス
テ
ム
は
な
い
が
、

災
害
の
状
況
に
応
じ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
対
処
し
て
い
く
。

答

答答

問答

問 問

問
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平
成
28
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
事

業
。
ス
タ
ー
ト
当
初
の
目
的

と
店
舗
数
や
利
用
者
数
な
ど

の
目
標
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

公
共

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に

導
入
し
た
。
目
標
加
盟
店
舗

数
は
１
０
０
店
舗
、
目
標
利

用
者
数
は
５
０
０
０
人
で

あ
っ
た
。

　
　

現
在
の
店
舗
数
や
利
用

回
数
そ
し
て
流
通
ポ
イ
ン
ト

数
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

本
年

７
月
末
時
点
で
の
加
盟
店
舗

数
は
74
店
舗
、
７
月
１
カ
月

間
の
利
用
回
数
は
１
９
１
９

回
、
流
通
ポ
イ
ン
ト
数
は
68

万
２
２
７
０
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
。

　
　

昨
年
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

一
環
で
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
事
業
と
し
て
５
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
の
入
っ
た
ゆ
う
す
い

ポ
イ
ン
ト
Ｑ
Ｒ
カ
ー
ド
を
約

４
２
０
０
枚
配
布
し
た
が
利

用
状
況
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

ポ
イ

ン
ト
の
利
用
状
況
は
４
２
４

９
枚
の
カ
ー
ド
を
配
布
し
た

の
に
対
し
て
４
０
１
６
枚
の

利
用
。
利
用
率
は
94
・
５
％

で
あ
っ
た
。
ま
た
ポ
イ
ン
ト

数
は
２
１
２
４
万
５
０
０
０

ポ
イ
ン
ト
付
与
し
た
の
に
対

し
１
９
７
６
万
６
９
０
２
ポ

イ
ン
ト
が
利
用
さ
れ
利
用
率

は
93
％
で
あ
っ
た
。

　
　

本
年
６
月
に
は
コ
ロ
ナ

で
冷
え
込
ん
で
い
る
町
の
経

済
刺
激
策
と
し
て
ゆ
う
す
い

答

ゆうすいポイント　アプリでもカードでも

ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト　

今
後
の
方
向
性
は

健
康
増
進
事
業
な
ど
と
連
携

問

桐原 直紀

質問者の動画
が見られます

答

問

ポ
イ
ン
ト
20
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
が
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
効
果
は
あ
っ
た

の
か
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

20
倍

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
中

の
本
年
６
月
17
日
か
ら
30
日

ま
で
の
２
週
間
で
加
盟
店
が

発
行
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
７
万

８
０
２
６
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
直
近
の
２
週
間
に
加
盟

店
が
発
行
し
た
ポ
イ
ン
ト
が

２
万
９
５
３
４
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
た
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
に
よ
り
約
２
・
６
倍
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

町
民
か
ら
は
「
使
え
る

お
店
が
少
な
い
」
と
い
っ
た

声
を
よ
く
聞
く
。
店
舗
数
自

体
は
70
店
舗
を
超
え
て
き
て

い
る
が
、
単
に
店
舗
数
が
増

加
す
れ
ば
良
い
と
い
う
訳
で

は
な
い
。
町
民
が
使
い
た
く

な
る
店
舗
が
増
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
今

後
、
店
舗
数
の
増
加
に
対
し

て
ど
う
い
っ
た
戦
略
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

多
く

の
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
、
現
在
、
生
鮮
食
品
や

日
用
品
等
が
購
入
で
き
る
店

舗
の
開
拓
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
事

務
局
と
連
携
し
新
た
な
加
盟

店
獲
得
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
や
営

業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
く
。

　
　

ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　

  （
町
長
） 

今
後
は
、
健
康

増
進
事
業
と
の
連
携
や
町
民

参
加
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
事

業
等
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
な

ど
の
事
業
展
開
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

行
政
や
加
盟
店
だ
け
で
な
く

企
業
や
個
人
に
も
利
用
者
、

付
与
者
の
両
面
で
参
画
し
て

も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
研

究
し
て
い
く
。

答 問問

答 問問

問 答

答

答
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清
水
町
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ド
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
で
す
か
。

　

今
年
創
立
16
年
目
の
学
童
野
球
チ
ー
ム
で
『
エ
ン
ジ
ョ

イ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
健
全
な
心
身
を

は
ぐ
く
む
指
導
方
針
の
も
と
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
子
供
た
ち
の
野
球
離
れ
の
中
で
も
、
お
か
げ
さ

ま
で
34
名
が
在
団
し
て
お
り
、
近
年
で
は
県
大
会
で
も
好

成
績
を
残
せ
る
チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
代
表
の
栄
誉
を
誇
り
と
し
て
、
今
後
も
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
に
休
日
の
清
水
小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
見
学
・
体
験
に
き
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
全
国
大
会
の
切
符
を
つ
か
ん
だ
気
持
ち
は
。

　

野
球
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
16
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
卒
団
し
た
選
手
た
ち
も
、
現
団
員
も
ひ
た
向
き

に
一
生
懸
命
頑
張
る
子
供
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
16
年
間

で
少
し
ず
つ
成
長
し
た
証
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
る
こ
と
で

全
国
大
会
出
場
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
喜
び
を
味
わ
え
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

全
国
大
会
出
場
に
当
た
り
、
多
く
の
皆
様
に
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
は
。

　
『
何
事
に
も
準
備
』
野
球
に
限
ら
ず
学
校
生
活
も
私
生

活
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
焦
ら
ず
、

慌
て
ず
、
覚
悟
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
『
勝

つ
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
』
正
々
堂
々
と
戦
う
。
一
生
懸
命

頑
張
る
か
ら
こ
そ
負
け
た
時
に
得
る
も
の
が
大
き
い
と
思

う
の
で
す
。

静
岡
県
予
選
大
会
と
、
全
国
大
会
の
様
子
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
か
ら
投
手
１
日
70
球
と
い
う
球
数
制
限
の
た
め
、

１
日
２
試
合
行
わ
れ
る
予
選
大
会
で
は
、
投
手
不
足
が
否

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
試
合
す
べ
て
に
打
ち
勝
っ
て
優

勝
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
試
合
前
に
は
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
上
原
浩
治
氏
の
始
球
式
の
球
を
戸
倉
主
将
が
受
け
「
が

代
表
の
太
田
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

監
督
の
櫟（
い
ち
い
）さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

は
次
代
の
オ
オ
タ
ニ
サ
ン
‼

特 集
創設 16年目

念 願 の 舞 台

清水町ドリームキッド

高 円 宮 賜 杯 第 ４ １ 回
全日本学童軟式野球大会
マクドナルド・トーナメント
出場

今、メジャーリーグで大活躍の大
谷翔平選手の話題で野球界が盛り
上がっている中、高円宮賜杯第
41 回日本学童軟式野球マクドナ
ルド・トーナメント静岡県予選大
会で見事優勝し、８月 16 日に新
潟県「ＨＡＲＤ ＯＦＦ ＥＣＯ ス
タジアム新潟」で開催された全国
大会に出場した学童野球チーム

「清水町ドリームキッド」を訪問
しました。
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取
材
当
時
は
、
緊
急
事
態
宣
言
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
試
合
ど
こ
ろ
か
練
習
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
で
、
リ
モ
ー
ト
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
供
た
ち
は
礼
儀
正
し
く
元
気
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
清
水
町
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ド
ナ
イ
ン
の
野

球
人
生
に
と
っ
て
全
国
大
会
出
場
の
経
験
は
ま
だ
序

章
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
ナ
イ
ン
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
目
指
せ

日
本
一
‼
、
目
指
せ
プ
ロ
野
球
‼
、
目
指
せ
大
リ
ー

ガ
ー
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
秋
山
治
美
）

ん
ば
れ
よ
」
と
激
励
さ
れ
る
な
ど
、
心
に
残
る
経
験
を
し

ま
し
た
。
序
盤
に
３
点
先
制
さ
れ
る
も
中
盤
で
は
追
い
つ

き
、
終
盤
に
２
点
取
ら
れ
る
も
最
終
回
で
追
い
つ
く
と
い

う
展
開
で
、
結
果
は
残
念
な
が
ら
５
対
６
の
惜
敗
で
し
た

が
、
大
舞
台
で
躍
動
す
る
子
供
た
ち
を
誇
ら
し
く
思
う
初

の
全
国
大
会
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
や
夢
は
何
で
す
か
。

戸と
く
ら倉  

悠ゆ
う
ご吾

さ
ん
（
主
将
・
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
）

全
国
大
会
の
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

続
け
て
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

秋あ
き
や
ま山  

璃り

く来
さ
ん
（
シ
ョ
ー
ト
）

今
ま
で
で
一
番
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム

を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

須す
が
わ川 

駿し
ゅ
ん
せ
い
生
さ
ん
（
セ
カ
ン
ド
）

最
高
の
球
場
で
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
打
て
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
。
次
の
目
標
は
ス
タ
メ
ン
、
選
手
権
大
会
で

県
１
位
に
な
る
。

井い
は
ら原  

大た
い
が翔

さ
ん
（
レ
フ
ト
）

最
高
の
球
場
で
仲
間
と
野
球
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

次
こ
そ
は
チ
ャ
ン
ス
で
必
ず
打
ち
た
い
。

野の

だ田  

尚な
お
つ
ぐ継

さ
ん
（
セ
ン
タ
ー
）

全
国
大
会
に
出
場
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

紀き
い  

優ゆ
う
だ
い大

さ
ん
（
ラ
イ
ト
）

試
合
は
み
ん
な
で
楽
し
め
た
け
ど
、
負
け
た
の
は
悔
し
い
。

も
っ
と
練
習
し
て
上
手
く
な
り
ま
す
。

石い
し
か
わ川   

青そ

ら空
さ
ん
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
）

全
国
の
舞
台
に
立
て
て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
負
け
を
バ

ネ
に
し
自
分
の
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。（
６
年
生
の
み
）

記者雑記

写真提供：スポーツニッポン新聞社



16

発
行
：
清
水
町
議
会

編
集
：
広
報
広
聴
委
員
会

印
刷
：
株
式
会
社
東
海
印
刷

TEL 055-981-8240  FAX 055-973-3913
m
ail:gikai＠

tow
n.shizuoka-shim

izu.lg.jp

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
に
広
が
り
、

静
岡
県
で
も
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
接
種

率
が
高
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

社
会
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
れ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
一
人

ひ
と
り
の
制
限
を
緩
和
で
き

る
方
向
へ
向
か
う
は
ず
で
す
。

「
ウ
ィ
ズ 

コ
ロ
ナ
」
時
代
に

対
応
し
た
新
し
い
生
活
様
式

や
経
済
活
動
を
促
進
し
、
皆

様
の
声
を
聴
き
、
一
緒
に
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
松
下
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　

議　

長　

松
浦　

俊
介

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

吉
川　

清
里

副
委
員
長　

松
下　

尚
美

委　

員　

秋
山　

治
美

山
本　

文
博

飯
田　

安
雄

向
笠　
　

誠

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

18
円
で
す
。

編
集
後
記

清水町議会だより　2021 年 10 月30日

令
和
２
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

令
和
２
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

　

政
務
活
動
費
と
は
、
議
員

の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動

に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
議
会
に
お

け
る
会
派
（
所
属
議
員
が
1

人
の
場
合
を
含
む
。）
に　
　

1
人
あ
た
り
年
額
15
万
円
が

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

各
会
派
は
、
収
支
報
告
書

に
領
収
書
を
添
付
し
議
長
に

提
出
し
て
い
ま
す
。
年
度
に

お
い
て
残
余
額
が
あ
る
場
合

は
、
町
に
返
還
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
調
査
研
究
の
た
め
の

先
進
地
視
察
や
研
修
会
の
参

加
を
見
合
わ
せ
た
た
め
、
返

還
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

議員もリモートによる研修を
行っています。

令和２年度 政務活動費決算一覧表 単位：円

森野善広
吉川清里
佐野俊光
松浦俊介
飯田安雄
秋山治美
渡邉和豊
岩﨑髙雄
大濱博史
石垣雅雄
桐原直紀
山本文博

松下尚美  

向笠　誠  

300,000

450,000

600,000

450,000

150,000

150,000

38,446

105,350

60,387

39,049

10,000

0

0

0

0

0

10,000

0

38,446

79,142

60,387

39,049

0

0

0

17,275

0

0

0

0

0

8,933

0

0

0

0

261,554

344,650

539,613

410,951

140,000

150,000

日本共産
党議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額

（Ａ－Ｂ）

内　　   訳
調査研究・
研修費

資料作成・
購入費 広報費 事務所費

光輝会

泉の風

正菊の会

湧創フォ
ーラム

議会を傍聴しませんか 議会録の検索をご利用ください
次
の
定
例
会
は

　
11
月
30
日

　
午
前
９
時

　
開
会
予
定
で
す
。

　

日
程
な
ど
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

本
会
議
は
、
事
前
申

込
み
は
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に

傍
聴
で
き
ま
す
。

議会のホームページから「会議録検索システム」が
ご利用いただけます。
議会だよりだけではわからない
実際の議論が検索できます。

（令和3年第3回定例会の会議録の公開
 は 、11月30日を予定しています。）


